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論文内容の要旨

本論文は新しい樹脂の合成を目的として行なった 2 価フェノール類わよびピスフェノール類の各種

置換アルキルエーテルとホルムアルデヒドとの反応に関する研究であり、 6 章よりなっている。

第 1 章は緒論で、本論文に関連する従来の研究結果のまとめ、本論文の目的などを述べている。

第 2 章は酸性触媒で 2 価フェノール誘導体Ar( OCH2CH2X) 2 ( Ar :o-m- , p- フェニレン、 X:CN ，

OH) とホルムアルデヒドとを反応させて得られた高分子量ホルムアルデヒド系樹脂の合成に関する

研究結果である。すなわち反応時間、触媒量、溶媒量、ホルムアルデヒドとの反応モル比などの反応

条件が生成する樹脂の分子量にわよぽす影響を調べ、さらに樹脂構造について研究している。また高

分子量のホルムアルデヒド系樹脂が得られた理由を見るために、ヒドロキノン誘導体、 p- キシレン誘

導体を各種合成し、それらとホルムアルデヒドとを反応させた結果についても検討している。

第 3 章は 2 章で合成した 2 価フェノール誘導体およびその関連化合物とホルムアルデヒドとの反

応を速度論的じ研究し、これらの反応で 2 置換基の相互位置および置換基にわける官能基が、反応速

度、活性化エオ、ルギーおよび活性化エントロビーにおよぼす影響について検討し、 2 価フェノール誘

導体とホルムアルデヒドとの付加反応の機構について考察を行なっている。

第 4 章は酸性触媒でのピスフェノール類R-(二)> -X-Q-R (R:OH,OCH2 CH 20H ，X:C ー

(CH3) 2, CH2 ， S ， S02) とホルムアルデヒドとの反応を生成樹脂および反応速度論の両面から研究し

た結果を述べ、上記化合物の X が生成する樹脂の分子量および速度論的数値におよぼす影響について

キ食言すを行なっている。

第 5 章は 2 章で用いた試料の 1 つで、あるジ(βーアセトキシエチル) -p- フェニレンエーテルおよび

フエノキシ酢酸とホルムアルデヒドとから酸性触媒媒下で合成した樹脂の分子量分布に関する研究結

果で、合成した樹脂を分別沈殿法により分別して分子量分布を求め、さらに再配列反応の実験を行な

って、低分子量樹脂と高分子量樹脂の挙動の違いを考察している。
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第 6 章は前章までの結果を総括している。

論文の審査結果の要旨

フェノールとホルムアルデヒドとの反応から得られるフェノール樹脂は古い歴史をもち、かっ現在

でも工業的に極めて重要な製品となっている。かっこの反応の機構についてもかなり以前から特殊な

反応機構が提案され、学術的にも興味ある分野である。

本論文は、この分野において比較的研究の少ない 2 価フェノールむよびピスフェノール類に対し、

とくにそれらの水酸基をエーテル化した一連の誘導体を原料として、酸性触媒の存在下でホルムアル

デヒドとの反応を行ない、新しい合成樹脂を得ょうとしたものである。すなわち本論文ではまずこれ

らの新しい出発原料とホルムアルデヒドとの反応で、各種の条件が生成する樹脂の性状におよぼす影

響について検討し、従来用いられた 2 価フェノール等では得られない分子量の高い樹脂の合成に成功

している。

このような新しい高分子量の樹脂が生成した理由を追求するため、出発物質の化学構造と反応性と

の関係について w 詳細に検討を加えている。さらには反応速度論的な研究を駆使し、かっ反応過程中

の再分配反応等についても検討した結果、本論文で得られた新しい事実について、独自の反応機構を

提案している。

以上を要するに本論文は従来、全く研究の行なわれていなかったエーテル型の 2 価フェノール誘導

体およびピスフェノール誘導体とホルムアルデヒドとの反応において新しい合成樹脂の開発に成功す

るとともに、特異な反応性を示すこれらの一連の反応について反応機構の上からも興味ある成果を得

ている。

このように本論文は工業的にも、また学術的にも意義ある論文と考えられ博士論文として価値ある

ものと認められる。
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